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Ⅰ目的：　インプラント治療は広く普及し信頼性の高い治療と
言えるが，埋入部位のコンディションによってその難易度は異
なる．抜歯後のインプラント埋入時期は第 3 回 ITI コンセンサ
ス会議において Type1 ～ Type4 に分類されている．抜歯窩の
歯槽骨破壊が，ほとんど無い場合には Type1 の即時埋入が可
能だが，大きく破壊されている場合には Type4 の完全に治癒
した部位に対する遅延埋入になる時もある．その場合，抜歯窩
は完全治癒するが，水平的垂直的骨量が大きく減少してしまう．
今回，抜歯後 8 週の Type2 の軟組織治癒を伴う時期に GBR を
することによって水平的垂直的骨量を回復した後にインプラン
トを埋入した症例を報告する．
Ⅱ症例の概要：　患者は 44 歳女性で #36 部の疼痛を主訴に来
院，既往歴に特記事項はなし．パノラマ X 線写真とデンタル
X 線写真から抜歯の必要性を説明したのちに，抜歯後の欠損補
綴治療に義歯，ブリッジ，インプラントのそれぞれのメリット
とデメリットを説明したところ，インプラント治療を希望され
患者の同意を得た．歯周基本治療をした後の抜歯後 8 週で

GBR を行い，6 か月後にインプラント埋入を行った，その後 3
か月の免荷期間の経て上部構造の装着を行なった．
Ⅲ考察および結論：　現在インプラント周囲に炎症所見は認め
ず，パノラマエックス線所見においてもインプラント周囲の骨
吸収像もなく良好な経過を示している．Type2 の軟組織治癒
を伴う時期に GBR をすることによって比較的容易に水平的垂
直的骨量を回復することができた．抜歯窩の歯槽骨の状態に
よって，介入時期を変える必要がある．（治療はインフォーム
ドコンセントを得て実施．発表についても患者の同意を得た．）
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口演発表（第 4会場）発表7分－質疑 3分
2月 14日（土）13：00～13：50
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